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副本 

平成２９年３月 川棚町議会定例会会議録 
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議事日程  

 

第１ 発委第 1号 町長の専決処分の指定に関する条例の一部を改正する条

例 

議会運営委員会

委員長 

第２ 議案第 11号 平成２９年度川棚町一般会計予算 予算審査特別委

員会委員長報告 

第３ 議案第 12号 平成２９年度川棚町国民健康保険事業特別会計予算 〃 

第４ 議案第 13号 平成２９年度川棚町後期高齢者医療特別会計予算 〃 

第５ 議案第 14号 平成２９年度川棚町介護保険事業特別会計予算 〃 

第６ 議案第 15号 平成２９年度川棚町観光施設事業特別会計予算 〃 

第７ 議案第 16号 平成２９年度川棚町公共下水道事業特別会計予算 〃 

第８ 議案第 17号 平成２９年度川棚町水道事業会計予算 〃 

第９ 議会運営委員会視察調査報告 議会運営委員会

委員長 
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（１３：００） 

議     長  ご起立願います。こんにちは。よろしくお願いします。ご着

席ください。 

  ただいまの出席議員数は１４名です。定足数に達しておりますので、これ

から本日の会議を開きます。 

議     長  日程第１、発委第１号「町長の専決処分の指定に関する条例

の一部を改正する条例」を議題といたします。提案理由の説明を求めます。議

会運営委員長。 

議会運営委員長   発委第１号、「町長の専決処分の指定に関する条例の一部

を改正する条例」の提案理由を説明いたします。この条例は平成１３年３月

議会において議員発議として提案、可決され、同年４月１日から施行されて

おります。その後市町村合併により、第２条第１項第５号関係で構成団体に

関する事項の一部を改正を行っております。今回提案するのは、地方自治法

第９６条に議決事件として列挙されております。その中の第１２号に和解に

関することが規定されております。県内の市町においてもこの和解が条例で

規定されております。通常、交通事故等で当事者が示談、和解を結ぶ場合は

損害賠償額を含めて示談書が交わされるものです。したがって和解と損害賠

償額の決定は同時に結ばれることとなります。３枚目の新旧対照表をお開き

下さい。第２条中の条文に和解に関することを加えるものです。  

なお、附則でこの条例は公布の日から施行するとしております。以上提案

理由の説明を終わります。ご審議の上、ご決定をいただきますよう、よろし

くお願いいたします。 

議    長  これから質疑を行います。 

 

「な  し」の声あり 

 

議    長  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。本件に対し反対者の発言を許します。 

 

（発言なし） 
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議    長  次に、賛成者の発言を許します。 

 

（発言なし） 

 

議    長  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから発委第１号「町長の専決処分の指定に関する条例の一部を改正す

る条例」の採決を行います。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することに異議ありませんか。  

 

「異議なし」の声あり  

 

議     長  異議なしと認めます。したがって発委第１号「町長の専決処

分の指定に関する条例の一部を改正する条例」は、原案のとおり可決されま

した。 

（１３：０３） 

議     長  次に日程第２、議案第１１号「平成２９年度川棚町一般会計

予算」から、日程第８、議案第１７号「平成２９年度川棚町水道事業会計予

算」までを、川棚町議会会議規則第３７条の規定により一括議題といたしま

す。 

  本件について、委員長の報告を求めます。予算審査特別委員長。  

予算審査特別委員長  皆様こんにちは。ただいま一括議題となりました議案

７件につきましては、予算審査特別委員会に３月１０日に付託されたもので

あります。この審査につきましては、分科会方式を採用し、審査を終了して

おります。その結果につきましては、川棚町議会会議規則第７７条の規定に

より、すでに文書により議長宛報告書を提出しており、お手元に配布されて

いるものであります。この場での報告につきましては、報告書を読み上げ、

報告といたします。 

  平成２９年３月２３日。川棚町議会議長初手安幸様。予算審査特別委員会

委員長村井達己。予算審査特別委員会審査報告書。本委員会に付託された事

件は、審査の結果、次のとおり決定したので、川棚町議会会議規則第７７条

の規定により報告します。記。事件の番号、件名、審査の結果。 
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議案第１１号、平成２９年度川棚町一般会計予算、原案可決すべきものと

決定。 

議案第１２号、平成２９年度川棚町国民健康保険事業特別会計予算、原案

可決すべきものと決定。 

議案第１３号、平成２９年度川棚町後期高齢者医療特別会計予算、原案可

決すべきものと決定。 

議案第１４号、平成２９年度川棚町介護保険事業特別会計予算、原案可決

すべきものと決定。 

議案第１５号、平成２９年度川棚町観光施設事業特別会計予算、原案可決

すべきものと決定。 

議案第１６号、平成２９年度川棚町公共下水道事業特別会計予算、原案可

決すべきものと決定。 

議案第１７号、平成２９年度川棚町水道事業会計予算、原案可決すべきも

のと決定。   

予算審査特別委員会審査報告。議案第１１号「平成２９年度川棚町一般会

計予算」、議案第１２号「平成２９年度川棚町国民健康保険事業特別会計予

算」、議案第１３号「平成２９年度川棚町後期高齢者医療特別会計予算」、

議案第１４号「平成２９年度川棚町介護保険事業特別会計予算」、議案第１

５号「平成２９年度川棚町観光施設事業特別会計予算」、議案第１６号「平

成２９年度川棚町公共下水道事業特別会計予算」及び議案第１７号「平成２

９年度川棚町水道事業会計予算」について、予算審査特別委員会における審

査の経過と結果を報告します。 

１．審査の経過。 

（１）審査の方法。２分科会方式で審査を行い、予算審査特別委員会に各

分科会から審査内容等の報告、説明を求め、各分科会間で質疑、総体的な審

査を実施した。 

（２）審査期日。（分科会）平成２９年３月１３日、１４日、１５日、１

６日、１７日。（特別委員会）平成２９年３月２１日、２３日。 

（３）審査場所。第１・２委員会室及び現地。 

（４）出席者。委員全員、議長、事務局長、事務局書記、副町長、教育

長、各担当課長、次長、室長、会計管理者、各担当係長。 
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２．審査内容。（主要事項についての質疑と答弁）。 

（１）各分科会における質疑と答弁については、別添資料とし省略する。  

（２）予算審査特別委員会での主な質疑。 

質疑、新庁舎建設費の総額や起債の額は。答弁、現時点では未定であり、

今後「新庁舎建設検討委員会（仮称）」で協議・検討される。 

質疑、３学童クラブの定員数は全体で１６０名とあるが、待機児童はいな

いのか。答弁、現在１４０名程度で２０名程度の余裕があり、待機児童はい

ない。 

質疑、国保事業の広域化で、保険税の収納率が１００％に達しない場合は

どうなるのか。答弁、不足分については当面の間、県の基金で対応するとの

ことである。（以上質疑は第２分科会委員答弁は第１分科会主査）。 

質疑、長崎県産業振興財団に職員を派遣するとあるが、積極的に企業誘致

に取り組むということか。答弁、まずは企業誘致のノウハウを取得するため

に派遣するということである。 

質疑、地区からの環境整備の要望に対して予算計上が少ないが。答弁、財

源が厳しく、前年度の積み残しもある。安全・安心を優先して対応してい

る。 

質疑、公共下水道事業における経営戦略はできているのか。答弁、平成３

０年度からの企業会計移行に向け準備を進めており、平成２９年度に策定す

る。（以上質疑は第１分科会委員答弁は第２分科会主査）。 

以上で質疑を終了し、議案ごと、討論、採決を行った。 

３．審査の結果。 

（１）議案第１１号「平成２９年度川棚町一般会計予算」の討論、採決。

反対討論（要旨）。石木ダムは治水、利水でもその根拠は崩れており、地権

者の納得が得られない事業は進めるべきではなく、反対する。賛成討論（要

旨）。本町の将来を見据え、少子化や人口減少対策に取り組んだバランスの

取れた予算であり、賛成する。同じく賛成討論、厳しい財政状況の中でも

「快適で安全な暮らしを支える町づくり」を進めるために必要な予算計上が

されており、賛成する。以上で討論を終了し、採決の結果、賛成多数で原案

可決すべきものと決定した。 

（２）議案第１２号「平成２９年度川棚町国民健康保険事業特別会計予
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算」の討論、採決。反対討論（要旨）。多くの人が保険税の支払い困難に直

面している実態があり、払える保険税にすべきとして、反対する。賛成討論

（要旨）お互い助け合うための保険制度である。健康寿命の延伸や医療費等

の適正化を図り、安定的な運営に努め、平成３０年度からの広域化に向けて

スムーズに移行が図れることを期待し、賛成する。以上で討論を終了し、採

決の結果、賛成多数で原案可決すべきものと決定した。 

（３）議案第１３号「平成２９年度川棚町後期高齢者医療特別会計予算」

の討論、採決。反対討論（要旨）。後期高齢者の保険料軽減の特例の見直し

は、低年金の高齢者に負担増となることから、反対する。賛成討論（要旨）

高齢者が安心して医療を受けるための制度で、現状を的確に捉えた予算措置

であることから、賛成する。以上で討論を終了し、採決の結果、賛成多数で

原案可決すべきものと決定した。 

（４）議案第１４号「平成２９年度川棚町介護保険事業特別会計予算」の

討論、採決。反対討論（要旨）。地域支援事業に移行すれば、給付が十分で

はなくなる。専門的な支援を受けるべきとして、反対する。賛成討論（要

旨）介護が必要となった場合、社会全体で支える必要な制度である。介護予

防事業にも取り組まれていることから、賛成する。以上で討論を終了し、採

決の結果、賛成多数で原案可決すべきものと決定した。 

（５）議案第１５号「平成２９年度川棚町観光施設事業特別会計予算」は

討論はなく、全会一致で原案可決すべきものと決定した。 

（６）議案第１６号「平成２９年度川棚町公共下水道事業特別会計予算」

は討論はなく、全会一致で原案可決すべきものと決定した。  

（７）議案第１７号「平成２９年度川棚町水道事業会計予算」は討論はな

く、全会一致で原案可決すべきものと決定した。 

４、委員会としての意見。 

①新庁舎建設のための「新庁舎建設検討委員会（仮称）」の構成をはじ

め、防災機能・住民サービスの充実向上につながる庁舎建設に向けて調査・

研究を進められたい。 

②ふるさと応援寄附金については、納付された寄附金の額や寄附金控除の

相対関係を各関係課で連携・把握し、魅力ある商品開発に取り組まれたい。 

③新農業委員会制度については、スムーズに移行できるよう取り組まれた



- 9 - 

い。 

④全国和牛能力共進会では、優秀な成績を挙げる事ができるように手厚い

支援に取り組まれたい。 

⑤地区要望の環境整備については、積極的に対応されたい。  

⑥基幹農道川棚西部地区や社会資本整備総合交付金事業に係る町道の歩道

設置工事は当初の完成予定から工事が遅れている。町民も完成を待ち望んで

おり、早期完成を目指し、今以上の取り組みに努められたい。  

⑦川棚港埋立地の緑化工事については、町民が利用しやすく、交流人口の

拡大にも繋がるような整備を県に要望されたい。 

⑧普通教室への扇風機の設置等、教育環境整備については児童生徒が学校

に行きたい、学びたいと思うような整備に努められたい。 

⑨イングリッシュキャンプについては、事前学習等十分な準備を行い所期

の目的が達成されるよう努められたい。 

⑩平成３０年度に県との広域化が決定している国民健康保険事業において

は、県と十分に協議調整をおこない、円滑に移行できるよう取り組まれた

い。 

⑪水道事業会計については、企業努力により早期の赤字解消に努められた

い。以上であります。 

議    長 これから委員長の報告に対する質疑を行います。 

 

「な  し」の声あり 

 

議    長 質疑なしと認め、委員長報告に対する質疑を終わります。  

議    長 委員長。 

予算審査特別委員長  １箇所ですね、この報告書の訂正をお願いします。１

ページ、２番、審査内容の（２）、予算審査特別委員会の主な質疑と書いて

おりますけど、質疑、答弁と、答弁を入れて下さい。質疑と答弁。  

議    長 以上訂正を願います。 

  これから、一件ごとに討論、採決を行います。 

  最初に、議案第１１号「平成２９年度川棚町一般会計予算」の討論を行い

ます。 
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  委員長の報告は、原案可決すべきものと決定とされております。委員長の

報告に対し、反対者の発言を許します。久保田議員。 

４ 番 久 保 田 議案第１１号「平成２９年度川棚町一般会計予算」に対する

反対討論を行います。 

  戦後の日本で人が住む家屋を強制収用して造られたダムは一つもありませ

ん。地権者の納得が得られない事業は進めてはなりません。しかも石木ダム

は治水でも利水でもその根拠は完璧に崩れています。 

  第１に半世紀もダムなしでやってきたことが、その不必要さを明確に証明

しています。豊かな自然を守りながら、自分のふるさとに住み続けたいとい

う川原の１３世帯約６０人の方々も川棚町民です。町は起業者ではないから

と言って、この方たちの人家や田んぼをブルドーザーで壊してしまう県の蛮

行を見過ごしてはいけません。たしかに平成２９年度予算は東臨港線整備事

業、町道上組西部線整備事業、町道中倉線整備事業、三越漁港整備事業や子

どもたちの教育に関する事業など、町民の暮らしに必要な予算が計上されて

います。しかし一方で１番大事な憲法で保障された生存権や財産権を脅かさ

れている町民がいらっしゃいます。まちづくりの将来像である自然を愛し、

暮らし輝く町の実現を目指すことを掲げているのであれば、川原に住んでお

られる皆さんの人権を守るべきです。 

以上の理由によりたった一つの目であれ賛成することはできません。よっ

て議案第１１号、平成２９年度川棚町一般会計予算に反対します。  

議    長 次に、賛成者の発言を許します。山口議員。 

１ 番 山 口 議席番号１番山口でございます。「平成２９年度川棚町一般

会計予算」に賛成の立場から討論を行います。 

  普通交付税の減少が見込まれるなど、財政状況が厳しい中、少子化対策、

人口減少対策等を始め、本町の将来を見据えた各種政策の予算が総合的にか

つバランスよく編成されていると判断いたしまして、平成２９年度川棚町一

般会計予算に賛成をいたします。 

議    長 次に、反対者の発言はありませんか。 

 

（発言なし） 
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議    長 賛成者の発言はありませんか。髙以良議員。 

１０番髙以良  平成２９年度川棚町一般会計予算についての委員長報告に賛

成の立場で討論を行います。平成２９年度予算については歳入面で地方交付

税の減額見込みなどによる財源不足を補うため、２億６６００万円の基金繰

入金を予定するなど厳しい状況ではありますが、歳出面では本町の最大の課

題とも言える人口減少問題に対応し、働く場を確保するため長崎県産業振興

財団への職員の派遣など、企業誘致に新たに取り組むこととされているほ

か、子育て支援の充実などの少子化対策についても諸々の事業を継続して実

施することとされております。また、東臨港線、上組西部線、中倉線の町道

歩道設置工事など幹線道路や生活道路の整備についても継続して実施し、快

適で安全な暮らしを進めるために必要な予算が計上されているなど、厳しい

財政状況の中でも第５次川棚町総合計画後期基本計画に沿った町作りを進め

るための予算編成になっていると判断しますので、委員長の報告に賛成しま

す。 

議    長 他に討論はありませんか。よろしいですね。 

 

（発言なし） 

 

議    長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから議案第１１号「平成２９年度川棚町一般会計予算」の採決を行い

ます。この採決は起立によって行います。 

  本案に対する委員長の報告は、原案可決すべきものと決定とされておりま

す。 

  本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。  

 

（賛成者起立） 

 

議     長  起立多数です。したがって、議案第１１号「平成２９年度川

棚町一般会計予算」は、委員長の報告のとおり可決されました。 

（１３：２４） 

議     長  次に、議案第１２号「平成２９年度川棚町国民健康保険事業
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特別会計予算」の討論を行います。 

  本案に対し、委員長の報告は原案可決すべきものと決定とされておりま

す。委員長の報告に対し、反対者の発言を許します。久保田議員。  

４ 番 久 保 田 久保田です。議案第１２号「平成２９年度川棚町国民健康保

険事業特別会計予算」に対する反対討論を行います。 

  国民健康保険法はその１条でこの法律は国民健康保険事業の健全な運営を

確保し、もって社会保障及び国民保険の向上に寄与することを目的とすると

定めています。各地で高すぎる保険料、保険税を引き下げる運動が拡がって

います。国保税が高すぎるという国民の批判に政府も応えざるをえなくなっ

たものです。政府は保険者支援制度の拡充による一定の低所得者対策も講じ

ながら２０１８年度から国保の運営主体は市町村から都道府県が中心主体と

なります。市町村が共同して運営し、保険税の賦課徴収は今まで通り市町村

が行います。変わるのは都道府県が強力な権限を持つということです。市町

村は納付金として、都道府県に１００％納付が義務づけられます。これによ

り保険料が更に高騰する可能性があります。本町の２９年度収納率は昨年度

より１％増えて９３％で、７％足りません。１００％納入するためには一般

会計法定外繰入で埋めるか、都道府県財政安定化基金から借りるか、借りれ

ば当然返済しなければならず、次年度保険料値上げの要因になります。納付

金よりかなり割り増しの賦課総額にして保険税を計算し、９割の収納率でも

納付金１００％になるようにする。当然保険税は今より高くなります。本町

のモデル世帯で５２万４千、さらに国民年金が年間３７万円、賃貸のアパー

ト代を払っていけば手元に残る僅かなお金で育ち盛りの子どもを育て生活し

なくてはなりません。高すぎる保険料を払うのは不可能です。ない袖は振れ

ません。だから滞納がおこります。個人の支払能力を超えた高すぎる保険税

が無保険の人を生み出しています。払える保険税にすべきとして反対しま

す。 

議    長 次に、賛成者の発言を許します。堀田議員。 

６ 番 堀 田 ６番堀田です。議案第１２号、川棚町国民健康保険事業特別

会計予算の賛成討論を行います。国民健康保険は高齢化で今後更なる医療費

の増加が見込まれます。お互い助け合うための保険制度であり、健康寿命の

延伸や医療費等の適正化を図り、安定的な運営に努めながら、平成３０年度



- 13 - 

から国民健康保険事業の広域化に向けてスムーズに移行が図られることを期

待し、委員長報告に賛成をいたします。 

議    長 次に、反対者の発言はありませんか。 

 

（発言なし） 

 

議    長 賛成者の発言はありませんか。よろしいですね。 

 

（発言なし） 

 

議    長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから、議案第１２号「平成２９年度川棚町国民健康保険事業特別会計

予算」の採決を行います。この採決は起立によって行います。  

  本案に対する委員長の報告は、原案可決すべきものと決定です。  

  本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。  

 

（賛成者起立） 

 

議     長  起立多数です。したがって、議案第１２号「平成２９年度川

棚町国民健康保険事業特別会計予算」は、委員長の報告のとおり可決されま

した。 

（１３：２９） 

議     長  次に、議案第１３号「平成２９年度川棚町後期高齢者医療特

別会計予算」の討論を行います。 

  本案に対し委員長の報告は、原案可決すべきものと決定とされておりま

す。 

  委員長の報告に対し、反対者の発言を許します。久保田議員。  

４ 番 久 保 田 久保田です。議案第１３号、「平成２９年度川棚町後期高齢

者医療特別会計予算」に対する反対討論を行います。平成２９年度川棚町後

期高齢者医療特別会計予算について、予算は後期高齢者広域連合納付金１億

６０２５万６千円が計上されています。この特別会計は平成２０年４月１日
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に発足し、後期高齢者医療制度に伴ってできた特別会計です。７５歳以上の

全ての人はそれまで加入していた国保や健保を脱退させられ、後期高齢者だ

けの独立保険に入れられました。７５歳以上の人は家族構成、就労状況、年

収などに関わりなく７４歳以下の人とは別の保険に強制的に囲み込まれたの

です。川棚町の２月末の加入者は２２３１人です。これまで負担のなかった

扶養家族を含め、一人一人から保険料を取り立てる、元被扶養者は９割軽減

は７割軽減になり、月額保険料は３倍に３８０円が１１３０円に、３０年度

は５割軽減になり、保険料は５倍の１８９０円、平成３１年度以降は軽減特

例が廃止され、１０倍の保険料になります。低所得者の軽減特例も１．５倍

から３倍になります。本町の特例軽減対象者は５３１人、２４％の人が影響

を受けます。後期高齢者の年金収入の状況は平均１２７万円で基礎年金満額

８０万円以下が４割を占めています。さらにその半数は５０万円以下、月々

５万円に満たない年金で暮らしています。しかも４月から公的年金は０．

１％削減されます。保険料は高齢者人口比率が増えるのに応じて自動的に引

き上がる仕組みです。高い保険料や差別医療を押しつけるこの制度は廃止し

かありません。よって議案第１３号に反対します。 

議    長 次に、賛成者の発言を許します。田口議員。 

２ 番 田 口 ２番田口です。この後期高齢者医療の制度については高齢者

の医療の状況をきっちり明確にしながら、負担もまた明確にして高齢者が安

心して医療を受けるための制度であろうと思いますので、必要な制度であろ

うと思っております。今回のこの特別会計の予算につきましては保険料を収

入し、広域連合の方に給付に応じた納付金を納めるということでありまし

て、特段政策的な予算ということではなく、いわば事務的な計算によって適

正に編成されていると思いますので賛成いたします。 

議    長 次に、反対者の発言はありませんか。 

 

（発言なし） 

 

議    長 賛成者の発言はありませんか。よろしいですね。 

 

（発言なし） 



- 15 - 

 

議    長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから議案第１３号「平成２９年度川棚町後期高齢者医療特別会計予

算」の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

  本案に対する委員長の報告は、原案可決すべきものと決定です。  

  本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。  

 

（賛成者起立） 

 

議     長  起立多数です。したがって、議案第１３号「平成２９年度川

棚町後期高齢者医療特別会計予算」は、委員長の報告のとおり可決されまし

た。 

（１３：３３） 

議     長  次に、議案第１４号「平成２９年度川棚町介護保険事業特別

会計予算」の討論を行います。 

  本案に対し委員長の報告は、原案可決すべきものと決定とされておりま

す。 

  委員長の報告に対し、反対者の発言を許します。久保田議員。  

４ 番 久 保 田 議案第１４号、川棚町介護保険事業特別会計予算に対する反

対討論を行います。 

  介護保険制度は１９９７年に介護保険法が成立し、２０００年４月から施

行されました。国は当初家族介護を解決し、社会全体で介護を支える保険制

度を導入しました。これは現在の高齢者だけの問題ではありません。家族介

護のために仕事を辞める、転職せざるをえない介護離職者は年間１０万人を

越えました。安倍政権は１億総活躍社会の目玉として、新３本の矢の内の第

３の矢に介護離職０を掲げました。この柱は必要な介護サービスの確保と働

く環境改善、家族支援ですが、本当に離職を０にできたのでしょうか。サー

ビスの削減、負担増の一辺倒の見直しでは高齢者の生活を守り支えることは

できません。これから高齢化が一層進展していく中、お金の心配をすること

なく行き届いた介護が保障される制度への転換は全ての高齢者、国民の願い

です。そして介護を担う職員が自らの専門性を発揮し、誇りを持って働き続
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けられる条件整備も一刻も早く実現させなければなりません。介護保険料は

年金が年額１８万円以上の人から差し引かれ、残ったお金で生活されていま

す。要介護認定を受けたにもかかわらず必要なサービスが利用できないある

ご高齢の方々が役場に来て、介護保険を使わないから解約したいとおっ

しゃったそうです。それだけ高齢者の生活を圧迫していると言えます。まさ

に保険あって介護なしの状態を根本的に変えて、国民誰もが使いやすい制度

にすることは切実な要求です。川棚町の高齢化率は増加傾向です。高齢者が

元気で利用が少ないことはよいことです。しかし、必要な介護まで受けられ

ないようになっては利用者も家族も大変な負担となります。払える保険料と

利用しやすい利用料を求め住民の尊厳を守る社会保障としての介護制度を求

めて反対討論とします。 

議    長 次に、賛成者の発言を許します。 

１ １ 番 小 田 １１番小田です。議案第１４号「平成２９年度川棚町介護保

険事業特別会計予算」に対する賛成討論を行います。 

  高齢者が増える社会の中で安心して介護を受けるために必要な制度であり

ます。介護度が上がらないように地域支援事業として、介護予防に関わる各

種の事業にも積極的な取り組みを行う予算編成となっているので、委員長の

報告に賛成します。 

議    長 次に、反対者の発言を許します。 

 

（発言なし） 

 

議    長 次に、賛成者の発言はありませんか。 

 

（発言なし） 

 

議    長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから議案第１４号「平成２９年度川棚町介護保険事業特別会計予算」

の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

  本案に対する委員長の報告は、原案可決すべきものと決定です。 

  本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。  
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（賛成者起立） 

 

議     長  起立多数です。したがって、議案第１４号「平成２９年度川

棚町介護保険事業特別会計予算」は、委員長の報告のとおり可決されまし

た。 

（１３：３８） 

議     長  次に、議案第１５号「平成２９年度川棚町観光施設事業特別

会計予算」の討論を行います。 

  本案に対し委員長の報告は、原案可決すべきものと決定とされておりま

す。 

  委員長の報告に対し、反対者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議    長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議    長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから議案第１５号「平成２９年度川棚町観光施設事業特別会計予算」

の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

  本案に対する委員長の報告は、原案可決すべきものと決定とされておりま

す。 

  本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 

（賛成者起立） 

 

議     長  全員起立です。したがって、議案第１５号「平成２９年度川

棚町観光施設事業特別会計予算」は、委員長の報告のとおり可決されまし

た。 
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（１３：３９） 

議     長  次に、議案第１６号「平成２９年度川棚町公共下水道事業特

別会計予算」の討論を行います。 

  本案に対し委員長の報告は、原案可決すべきものと決定とされておりま

す。 

  委員長の報告に対し、反対者の発言を許します。 

 

（発言なし） 

 

議    長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

（発言なし） 

 

議    長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから議案１６号「平成２９年度川棚町公共下水道事業特別会計予算」

の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

  本案に対する委員長の報告は、原案可決すべきものと決定です。  

  本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。  

 

（賛成者起立） 

 

議     長  全員起立です。したがって、議案第１６号「平成２９年度川

棚町公共下水道事業特別会計予算」は、委員長の報告のとおり可決されまし

た。 

（１３：４１） 

議     長  次に、議案第１７号「平成２９年度川棚町水道事業会計予

算」の討論を行います。 

  本案に対し委員長の報告は、原案可決すべきものと決定とされておりま

す。 

  委員長の報告に対し、反対者の発言を許します。 
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（発言なし） 

 

議    長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

（発言なし） 

 

議    長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから議案第１７号「平成２９年度川棚町水道事業会計予算」の採決を

行います。この採決は起立によって行います。 

  本案に対する委員長の報告は、原案可決すべきものと決定です。  

  本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。  

 

（賛成者起立） 

 

議     長  全員起立です。したがって、議案第１７号「平成２９年度川

棚町水道事業会計予算」は、委員長の報告のとおり可決されました。  

（１３：４２） 

議     長  次に、日程第９、「議会運営委員会調査報告」を議題といた

します。本件について、委員長の報告を求めます。議会運営委員会委員長。 

議会運営委員長  議会運営委員会におきまして視察調査を行いましたので、

報告書により報告といたします。 

  平成２９年３月２３日。川棚町議会議長初手安幸様。議会運営委員会委員

長三岳昇。委員会視察調査報告書。本委員会は、所管事務のうち次の事件に

ついて視察調査をしましたので、調査の結果を次のとおり川棚町議会会議規

則第７７条の規定により報告します。記。 

１、調査期日、平成２９年１月１６日～１７日。 

２、調査場所、福岡県遠賀町及び大木町。 

３、出席者、議会運営委員会委員全員、議長、副議長、局長。 

４、調査の目的、議会運営（常任委員会の所管）について。議会活性化に

ついて。 

５、調査の概要別紙のとおり。次のページをお願いします。 
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調査の概要。福岡県遠賀町（人口１９，３９１人、面積２２．２平方キロ

メートル）。（１）調査事項。１、議会運営（常任委員会の所管）につい

て、議員定数については、平成２７年５月に定数１４人から１３人に削減し

た。①常任委員会の構成。第一（総務、文教）、第二（厚生、建設）及び議

会広報の３常任委員会で構成されている。２年毎に第一は第二へ、第二は第

一常任委員会へそれぞれ移行する。②予算・決算審査。予算審査は、全議員

による予算特別委員会を３月定例会で設置し、決算審査は、第一、第二常任

委員会から各３人、計６人の決算特別委員会を設置し、審査する。③一般質

問について。一般質問については、大見出しで「質問事項」と概要・要点の

「質問の要旨」で通告し、質問者が内容を精査しておく。議会運営委員会で

は、個人・団体や人権に関することと内容が不明瞭な場合に修正等を行なっ

ている。議会基本条例により反問権を付与している。④これは議という字が

抜けていますね。挿入をお願いします。議案等について。議会運営委員会に

対する議案説明は、議会開催前に副町長、総務課長及び財政課長が出席し、

概要を説明している。大筋の質問は可としている。議員からの政策提案及び

議案修正はないが、過去に議会基本条例や政治倫理条例等の提出はあった。

議案の勉強会は、行なっていない。議案は、５日前に配布している。⑤その

他。会期中の所管事務調査は行なっていないが、主に閉会中に行なってい

る。委員会の視察については、２年に１回実施し、東京出張相当額を計上し

ている。月１万円の政務活動費を支給しており、その中から研修（市町村ア

カデミ－等）に参加している。 

２、議会活性化について。①議会基本条例については、議会運営委員会で

原案を作成し、全員協議会で決定し、平成２６年３月に制定した。②町民と

の「意見交換会」については、議会運営委員会が所管し、自治会や高校生を

対象に実施した。③本会議におけるインタ－ネット中継を実施しており、タ

ブレットの使用については、今後検討する。 

福岡県大木町（人口１４，５１２人、面積１８．４平方キロメートル）。

（１）調査事項。１、議会運営（常任委員会の所管）について。議員定数に

ついては、平成２７年５月に定数１３人から１２人に削減した。①常任委員

会の構成。総務建設産業、文教厚生の２常任委員会で構成されている。②予

算・決算審査。予算・決算審査は、予算・決算審査特別委員会を設置し、さ
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らにそれぞれ第１、第２予算・決算審査特別委員会を設置し、審査する。③

一般質問について一般質問については、一問一答方式で、執行部は１回目の

答弁については、当日までに全議員に答弁書を配布する。３月議会について

は、町長の施政方針説明後に通告書の提出日を決定し、６月・９月・１２月

議会は、議会運営委員会開催日の前日午後４時までに通告書を提出する。な

お、議会運営委員会での調整は行わない。質問時間は、９０分以内とし、議

会基本条例により反問権を付与している。④議案等について。議会運営委員

会に対する議案説明は、議会開催前に総務課長及び会計課長が出席し、説明

する。人事案件については、全員協議会で原則町長が説明する。⑤その他。

常任（特別）委員会の視察については、毎年実施し、公用車利用で宿泊費及

び雑費を支給する。 

２、議会活性化について。①平成２４年３月に議会活性化特別委員会を設

置し、「大木町景観・土地利用計画」の研究・討議を行い、平成２４年１１

月に提言書を提出し、議会基本条例については、平成２５年９月に制定し

た。②全町民対象の「議会報告会」や「意見交換会」を実施している。  

調査のまとめ。今回の視察調査において、両町ともに「議会改革」と「開

かれた議会」に積極的に取り組まれており、大変参考になった。本町の議会

運営に関して①常任委員会の所管の見直し。②予算・決算審査のあり方。③

一般質問の取り扱い。④議員報酬や政務活動費の検討。⑤議会基本条例。⑥

モニター設置など。今後、引き続き調査・研究を行い、情報提供に努めた

い。以上であります。 

議    長 これから委員長の報告に対し、質疑を行います。 

   

「な  し」の声あり 

 

議    長 質疑なしと認め、報告済みといたします。 

（１３：５０） 

議    長 ここで、お諮りをいたします。 

  本定例会において議決されました案件につきましては、議決の結果生じま

した条項、字句、数字、その他整理を要するものについては、川棚町議会会

議規則第４５条の規定により、その整理を議長に委任されたいと思います
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が、これに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議     長  異議なしと認めます。したがって、これら整理を要するもの

につきましては、議長に委任することに決定をいたしました。 

議    長 これを持ちまして、本日の日程は全部終了いたしました。  

  会議を閉じます。平成２９年３月川棚町議会定例会を閉会いたします。 

  ご起立願います。お疲れ様でした。 

（１３：５２） 
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